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解脱金剛奉賛会報
解脱金剛奉賛会は、人類の福祉と世界平和を目指し立教された解脱金剛尊者のご精神に帰依する方々により「解脱会の財政確
立をはかることによって、解脱金剛尊者に報恩の誠を尽くす」との目的で、昭和 46年 7月 1日に結成されました。以来、奉賛
会員の真心からなる財施の結集で、解脱会に必要な数々の事業に奉賛してまいりました。尊者へ捧げる浄財は必ず自他の幸福
をもたらします。この目的に多くの方々がご賛同くださり、ご入会いただけますことを念願いたします。

◀

奉賛会幹事長 堀越　興二

■挨拶

新たな奉賛会員を増やしましょう
──立教 100 年に向けて逆三角形からの脱却を──

私たち一人ひとりの役目であると自覚し
ております。
　現在、奉賛会会員の構成は、高齢者層
により賄っていただいているのが実情で
あります。逆三角形の構成であります。
ですので、薄くなっている年齢層である
30 代、40 代、50 代層の会員増強に取
り組む必要があります。逆三角形構成か
ら三角形構成にしていかなければ、今後
が危ぶまれます。
　私自身も奉賛会会員となり 30 数年に
なります。30 代で入会させていただき
ました。サラリーマンの薄給の時代では
ありましたが、何とか今日を迎えさせて
いただいております。支部長に促されて

　新年あけましておめでとうございま
す。昨年度より解脱金剛奉賛会幹事長の
お役目を仰せつかりました堀越興二と申
します。奉賛会会員の皆様におかれまし
ては、新たな年をお迎えし、心身共にご
精進のことと存じます。日頃は奉賛会運
営に際して多大なるご協力と皆様からの
貴重なる奉賛金を頂きまして、誠にあり
がとうございます。そのお蔭さまで、本
会の施設建設、修繕、運営、育成費等の
一部に活用させていただいております。
　既に皆様もご承知の通り、本会では令
和 10 年に立教 100 年を迎えさせていた
だきます。その節目に向かって新たな奉
賛会の会員を増やしていく取り組みが、

入会しましたが、私にできるのかなと思
いながらではありましたが、振り返って
見れば、させていただけたことに感謝し
かなかったと今日、気づかせていただい
ております。
　30 代、40 代、50 代の奉賛会未入会
の会員の皆様、やればできるのでありま
す。現状に満足するのではなく自身を律
する上で、奉賛会に入会させていただき
ましょう。そこから新たな人生が始まり
ます。み教えを学ぶ私たちは、無条件の
奉仕（物施、法施、身施）を真心からさ
せていただきましょう。会員皆様の本年
一年のご健勝とご多幸を心より祈念し、
私のご挨拶と致します。

問い合わせ・申し込みは
 　「解脱会本部 総務部 」まで
　　　　　Tel  03-3353-2191
Email soumubu@gedatsu.or.jp

奉賛会は幸せの
　     種まきです！

奉賛会に
　　入会しましょう！

青年部 解脱金剛奉賛会
○対象：18歳～30歳
　※既存の解脱金剛奉賛会への入会は任意です。
○入金額：毎月1口500円から最高10口（5,000円）まで
○申込方法
　解脱会HP会員専用ページまたは解脱会青年本部ホームペー
　ジ内の申込フォームよりお申込みください。
　※入会者には、デジタル会員証を進呈致します。
○入金方法：PayPay銀行口座へ送金（振込）
○お問い合わせ：解脱会青年本部
Tel   03-3353-3707  
Email　gyd@gedatsu.or.jp      
             gyd1128@yahoo.co.jp 青年部奉賛会QRコード

券賛会入会の L おり
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解脱金剛奉賛会50年表彰者

野田中野台支部	 山下　龍治
御徒町支部　　	 宮島　喜逸
和歌山東支部　	 津村　英雄
兵庫伊丹支部　	 吉元　重雄
兵庫伊丹支部　	 中村　邦昭
中部道場	 　　　水谷　健吾
解脱金剛奉賛会40年表彰者	
新潟大野支部　	 大坂　　眞
新潟加茂支部　	 清水　勇次
群馬横壁支部　	 豊田銀五郎
群馬草津支部	 宮﨑　武志
埼玉北本宿支部	 岡野　茂樹
埼玉北本宿支部	 矢澤　　宏
長野岩村田支部	 吉沢宇佐治
更埴八幡支部	 田中　俊光

南新宿支部　	 織田　明子
梅屋敷支部	 宮﨑　国男
浅草支部	 　　　田中　通義
名古屋仲田支部  　川合　靖之
愛知平和町支部  　松本　　崇
大阪松虫支部	 山田　清恵
丹波山南支部	 笹倉　正之
愛媛伯方支部	 児玉　　進
大分東支部	 杉﨑　利宏
宮崎中央準支部	 杉﨑　　敦
解脱金剛奉賛会30年表彰者	
札幌白石支部　	 上島　　仭
新潟葛塚支部　 	 中村けい子
群馬草津支部　	 河内　昭一
群馬草津支部　	 宮﨑アツエ
群馬草津支部　	 山崎ミナヱ

高崎正観寺支部	 宮崎　和美
高崎正観寺支部	 下田祐紀夫
川口中央支部　	 鈴木　　勉
秩父中村支部　	 鵜飼　　満
松本笹部支部　	 西郷　晶子
茨城小田支部　	 佐藤　繁樹
千葉八幡支部　	 浅利　親範
三鷹連雀支部　	 森原　　健
梅屋敷支部　	 宇佐見光男
下馬支部　	 大木　直孝
台東支部　　　	 箕輪　　直
御徒町支部	 上原　季子
雑司ヶ谷支部　	 高木　浩一
川崎元住吉支部	 田邉　立身
川崎元住吉支部　	 田邉　昌美
神奈川平塚支部	 萩原　道郎
神奈川平塚支部	 藤田　善三
平塚神田準支部　	 品川　弘治
刈谷新富支部　	 工藤　幸雄

名古屋堀田支部	 吉田　　修
福井加茂河原支部	 横山千佐子
富山岩瀬支部　	 加納十久雄
長浜神前支部　	 安田　和彦
滋賀蛭谷支部　	 松浦　友一
和歌山北島支部	 植野美千代
大阪玉造支部	 武田　　薫
神戸中央支部	 森本　義美
兵庫伊丹支部　	 溝口　吉雄
姫路今宿支部　	 角本　　勝
明石林崎支部　	 畠田　眞吾
明石沢野支部　	 藤井　邦幸
兵庫滝野支部　	 古川千鶴子
姫路天満支部　	 小椋　勝彦
福山引野支部　	 坂田　吉弘
愛媛伯方支部　	 渡辺　直喜
天草与一ヶ浦支部  藤川　鶴雄

〈敬称略〉

解脱金剛奉賛会・表彰者
令和5年度

　〇自動火災報知器設備更新工事
　〇植栽管理及び予備費
　〇本部、直轄道場リモート会議システ

ム整備費
　〇供養札謹製プリンター
■御霊地関係
　〇各所　植栽維持管理費
　〇各所　建物・付帯設備・什器備品
　　管理費
　〇お山　松消毒剤・活性剤散布・注入
　〇大倉庫　改修工事
　〇研修センター　空調設備メンテナンス
　〇記念館・第 2 経蔵間通路舗装工事
　〇スポーツセンター　グラウンド整備
　〇解脱金剛宝物館　植栽剪定

　〇宝物館　不活性ガス消火設備改修工
事

　〇錬心館　照明器具修繕工事
　〇浄炎場前　整備工事
■札幌道場
　〇外壁塗装・陸屋根防水工事
■湘南道場
　〇耐震改修工事
■中部道場
　〇耐震検査費
　〇研修棟ガスヒーポン取り換え
　〇道場大屋根の一部修理
■関西道場
　〇道場内・宝塔周囲植木手入れ工事
　〇宝塔施設維持管理

■助成事業
　〇支部活動費・教区活動費の助成
　〇本部、直轄道場・各施設維持管理費
　〇遠隔地区布教活動費の助成
　〇新支部長・フォローアップ研修費の

助成
　〇青年部活動助成金
　〇こども会活動助成金
　〇女性部活動助成金
　〇海外教会研修実施の助成
　〇支部長研修運営費
　〇修法担当者研修費
■本部関係
　〇放送設備機器交換費
　〇供養札木地製作所　建物

　今回ここにお知らせする奉賛事業報告は、上述の年度に完了した事業です。なお、奉賛事業とは、奉賛会資金により行
われる解脱会事業を指します。

令和6年度奉賛事業計画

令和4年度奉賛事業報告

■助成事業
　〇支部活動費の助成
　〇教区活動費の助成
　〇圏域制に対する助成
　〇本部、直轄道場・各施設維持管理費
　〇遠隔地区布教活動費の助成
　〇支部長研修の助成
　〇新支部長・フォローアップ研修参加

旅費の助成
　〇青年部活動助成金
　〇支部長研修運営費
■本部関係
　〇放送設備機器交換費
　〇道場 LED 化工事

　〇階段灯 LED 化工事
　〇本部植栽管理及び予備費
　〇正面入口防犯カメラ設置工事
　〇会議用テーブル
　〇下仁田大日如来堂・四柱大神社祭壇・

上屋工事
■御霊地関係
　〇セキュリティ費
　〇お山植栽手入・植樹手入・枯木伐採

処分費用
　〇お山　松 消毒剤・活性剤散布・注入
　〇お山　各塔碑・浄財箱
　〇研修センター　館内外上水道管改修

工事

　〇シロアリ・キクイムシ防除工事
　〇設備・備品等修理費　
　〇解脱金剛宝物館　植栽剪定
　〇宝物館　PCB 入りトランス廃棄処分
　〇宝物館 記念館　室内照明整備工事
　〇スポーツセンター　グランド植栽管

理工事
■湘南道場
　〇シロアリ消毒
　〇植木剪定工事　消毒
■関西道場
　〇道場内・宝塔周囲植木手入工事
　〇宝塔前　お百度道整備工事
　〇宝塔施設維持管理費


